
キロ程は、尼崎駅起点の実測キロ程である

付図８　３次元形状測定（その１）（事故現場等高線図）
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付図８　３次元形状測定（その２）（バラスト上面）

等高線間隔：20mm
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キロ程は、尼崎駅起点の実測キロ程である



付図８　３次元形状測定（その３）（電柱の損傷状況）

復旧用の支柱

左レール
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４１号柱（副柱）の約３ｍ
福知山駅方にある電柱
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の
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左レール頭頂面のレベルからの高さ約５.１ｍの
ところに、２両目後側パンタグラフの舟体の左端
によると見られる形状の褐色の痕跡があった。



：平成17年4月30日測定（事故直後）　　　　測定方法：トラックマスター
：平成17年2月23日測定（軌道整備作業後）　測定方法：トラックマスター
：平成17年2月18日測定　　　　　　　　　　測定方法：高速軌道検測車　
：整備基準値範囲（静的値）
：基準値

付図９　事故前後の軌道の変位
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←尼崎駅方
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水準は、平面性に基づき整備を行うため整備基準値は定められていない

円曲線部におけるスラックは、含まない

福知山駅方→

キロ程は、尼崎駅起点の実測キロ程である



（上り線左レール）

レールの交換基準（線路構造実施基準規程より抜粋）

1 レール頭部の最大摩耗高が軌間内側において次に定める程度に達し、かつ、軌間外側

も著しく摩耗しているもの。 本線レール種別　50kg、50kgN、50kgTレール　16㎜

2 波状摩耗の波高が1.5㎜に達したもの。（削正する場合は除く。）

3 前各号に掲げるもののほか、運転保安上危険のおそれがあると認めたもの。

付図１０　事故後のレール断面形状の測定結果（１／２）

№１００まくら木付近 №１１０まくら木付近

№９０まくら木付近№８０まくら木付近

№１２０まくら木付近 №１３０まくら木付近
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（上り線左レール）

レールの交換基準（線路構造実施基準規程より抜粋）

1 レール頭部の最大摩耗高が軌間内側において次に定める程度に達し、かつ、軌間外側

も著しく摩耗しているもの。 本線レール種別　50kg、50kgN、50kgTレール　16㎜

2 波状摩耗の波高が1.5㎜に達したもの。（削正する場合は除く。）

3 前各号に掲げるもののほか、運転保安上危険のおそれがあると認めたもの。

№１８０まくら木付近 №１９０まくら木付近

№１４０まくら木付近 №１５０まくら木付近

№１６０まくら木付近 №１７０まくら木付近

付図１０　事故後のレール断面形状の測定結果（２／２）
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付図１１　鉄道施設及び車両以外の物件の損傷状況

北側広場の機械式駐車場
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全壊した１階機械式
駐車場の骨組やパレット

大破した自動車

１階機械式駐車場の損傷状況

１階機械式
駐車場奥の壁

傾いたパレット

マンション北側の損傷状況
（車両撤去後に撮影）

１階機械式駐車場
（ブルーシートの部分は
事故発生前から外壁なし）

北東側の柱

北西側の柱

１階機械式駐車場（４組）

１階機械式駐車場奥の壁の損傷状況
（車両撤去後に撮影）

１階機械式駐車場
奥の壁の下端部

コンクリートが
剥離して
鉄筋が露出

１階機械式駐車場奥の壁

１階機械式駐車場の天井

１階機械式駐車場の損傷状況
（復旧作業中に撮影）

大破した自動車 １両目の屋根

北側広場の機械式駐車場の
ピットとき裂が入った壁面
（駐車場装置撤去後）

･



付図１２　車両の脱線状況

２両目

上り線

下り線

マンション

１両目

１両目 前台車
全２軸が左へ脱線
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N

１両目 後台車
全２軸が脱線

４１号柱（副柱）
上り１ｋ８１４ｍ

キロ程は、尼崎駅起点の実測キロ程である

マンション北東側の柱

１両目 後台車第１軸
上り１ｋ７５２ｍ付近

尼崎駅方

凡例 １．　　　　　、は脱線した車輪を示す。
　　　 ２．　　　　は、各車両の向きを示す。

　列車の最後部の
　停止位置
上り１ｋ８２５ｍ付近

２両目 前台車
全２軸が左へ脱線

マンション北側広場の
機械式駐車場のピット

　５両目 後台車
全２軸の左車輪がレール
から浮いて脱線

３９号柱
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全２軸が右へ脱線

脱線した２両目の
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あった場所
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福知山駅方

下り第１閉そく信号機

５両目 前台車
全２軸が左へ脱線
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尼崎駅方

福知山駅方
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４１号柱（副柱）の
約３ｍ福知山駅方にある電柱



　　

付図１３　車両の損傷状況等（その１）（１両目　１／２）

前部正面の損傷状況
（復旧作業中に撮影）

進行方向

右側面

左側面

車体中間部の状況
（復旧作業でマンションから
　引き出した後に撮影）

車体中間部の状況（室内右側）
（左に横転した状態を撮影）

車体の台枠・床の折れ曲がり状況
（左に横転した状態を撮影）

貫通口部分
柱が折れ曲がっている

前側空調機

屋根折れ曲がり

先頭部屋根

床面

床面折れ曲り

車体台枠中はり

車体中間部の状況
（左に横転した状態を撮影）

折れ曲がり部の状況（室内）
（左に横転した状態を撮影）

天井落ち込み部

屋根

１両目
クハ２０７－１７

床板折れ曲り

左側面

列車無線アンテナ

屋根の折れ曲がり状況
（自動車等の残骸を撤去後に撮影）屋根

右側面のガラスは
割れていない

前台車
第１軸が外れている

機械式駐車場の上段パレットを
上下させるための駆動用軸が
突き刺さっていた



　　

付図１３　車両の損傷状況等（その１）（１両目　２／２）

１両目
クハ２０７－１７

右側面

左側面

後台車の状況（復旧作業中に撮影）

右車輪

前台車第１軸の状況
（マンション１階の機械式駐車場の
ピットに落下）

車体後部の損傷状況
（復旧作業でマンションから
引き出した後に撮影）

緩衝器部分は損傷なし

胴受はり曲損

前台車の状況
（マンションから引き出した後
　車体との変位は変わっている）

第１軸が外れている

先頭下部の状況
（復旧作業中に撮影）

進行方向

２両目 １両目

車体後部の損傷状況

後台車第１軸の状況

３両目

２両目

外れた第１軸

作業用の梯子

第１軸が外れている

駐車場ピット
線路側の壁

後側空調機

駐車場ピット
上面

ブレーキ
ディスク

胴受はり曲損緩衝器部分は損傷なし



　　

付図１３　車両の損傷状況等（その２）（２両目）

２両目
モハ２０７－３１

進行方向

右側面

左側面

前部の損傷状況

前部の損傷状況
（復旧作業中に撮影）

車体の変形状況
（３両目撤去作業後に撮影）

４両目 ３両目 ２両目

２両目

３両目

後端部
（妻部）

後部の損傷状況
（復旧作業中に撮影）

２両目

３両目

前部の損傷状況

屋根

車体の変形状況
（３両目撤去作業後に撮影）

後部の損傷状況
（復旧作業中に撮影）

後側パンタグラフの状況
（復旧作業中に撮影）

後側パンタグラフ
（下部の枠）

１両目

前側パンタグラフの跡

車体の変形のため
天井が見えている

右側面

床下（車体台枠）

後台車

車体断面が
菱形に変形

右側面

床下
（車体台枠）

車体断面が
菱形に変形

車体の変形のため
天井が見えている

第３乗降口前寄り戸袋

左側面
前側空調機の跡

前端部（妻部）

２両目屋根



　　

付図１３　車両の損傷状況等（その３）（３両目）

３両目と４両目の衝突状況
（復旧作業中に撮影）

３両目
モハ２０６－１７

進行方向

右側面

左側面

前端部(妻部）の損傷状況

客室内の損傷状況
（復旧作業中に撮影）

３両目左側面

３両目車体後部の台枠の損傷状況
（台枠の下から斜め上向きに撮影）

後台車

３両目車体の台枠

３両目車体後部の損傷状況
（４両目が乗り上げている）

１両目後台車第１軸

３両目４両目

４両目後部

４両目の車体の
台枠が３両目の
車体の台枠の上に
乗り上げている

後台車

台車がバラストをかき分け停止した状況
（復旧作業中に撮影）

２両目

前部（右側面）の損傷状況

４両目車体の台枠

３両目前部



　　

付図１３　車両の損傷状況等（その４）（４両目及び５両目）

右側面の損傷状況（４両目）前部及び左側面の損傷状況（４両目）
（復旧作業中に撮影）

４両目と５両目の衝突状況
前部の損傷状況（５両目）
（下り線へ移動後に撮影）

４両目と５両目の
衝突状況

後部の損傷状況（４両目）
（復旧作業中に撮影）

４両目
クハ２０６－１２９ 進行方向

５両目
クモハ２０７－１０３３

右側面

左側面

右側面

左側面

下り線

３９号柱

後部の状況（５両目）
（６両目移動後）

連結器取付部付近の損傷状況（５両目）

３両目に乗り上げた部分 下り線側フェンス

破損した下枠受け

４両目

緩衝器取付部
４両目 ５両目

５両目

３９号柱 後台車左車輪
（約６cm浮き上がり）

後部の前面
覆い破損

後部の前面窓
ガラスひび割れ 前面窓ガラス

ひび割れ

４両目右側の隅柱部分が
５両目前面に接触

隅柱部分



　　

付図１３　車両の損傷状況等（その５）（６両目及び７両目）

６両目と７両目の連結部の状況

７両目 ６両目

５両目と６両目の連結部の状況

前部連結器の損傷状況（６両目）

６両目
サハ２０７－１０１９

７両目
クハ２０６－１０３３

右側面

左側面

右側面

左側面

連結器

後部の状況（６両目）
（復旧作業中に撮影）

前部の状況（７両目）
（下り線へ移動後に撮影）

進行方向

５両目６両目



付図１３　車両の損傷状況等（その６）（１両目台車）

前台車

１両目後台車の損傷状況

１両目前台車の損傷状況 １両目前台車輪軸の損傷状況

１両目後台車輪軸の損傷状況
後台車

台車を上下反転させた状態で撮影

台車枠側ばりに打痕や擦過痕

台車枠側ばり 前台車第１軸

台車枠が中心側に変形

左車輪踏面に
擦過痕や汚れ

ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ
装置が変形

左側軸箱に
擦過痕や汚れ

後台車第１軸

左車輪踏面に
擦過痕や汚れ

左側軸箱に
擦過痕や汚れ



付図１３　車両の損傷状況等（その７）（２両目台車）

２両目前台車の損傷状況

２両目後台車の損傷状況

前台車

台車を上下反転させた状態で撮影

台車を上下反転させた状態で撮影 台車を上下反転させた状態で撮影

台車を上下反転させた状態で撮影

主電動機に
擦過痕や汚れ

左側軸箱に
擦過痕や汚れ

左車輪踏面に
擦過痕や汚れ

駆動装置に擦過痕や汚れ

左側軸箱に
擦過痕や汚れ

左車輪踏面に
擦過痕や汚れ

左車輪踏面に
擦過痕や汚れ

左側軸箱に
擦過痕や汚れ

後台車



３両目前台車の損傷状況

３両目後台車の損傷状況

前台車

後台車

台車を上下反転させた状態で撮影 台車を上下反転させた状態で撮影

台車を上下反転させた状態で撮影 台車を上下反転させた状態で撮影

付図１３　車両の損傷状況等（その８）（３両目台車）

主電動機に
擦過痕や汚れ

左側軸箱に
擦過痕や汚れ

左車輪踏面に
擦過痕や汚れ

駆動装置に
擦過痕や汚れ

主電動機に
擦過痕や汚れ

駆動装置に
擦過痕や塗料の
剥がれ

輪軸に塗料の剥がれ
全車輪踏面に
擦過痕や汚れ



付図１３　車両の損傷状況等（その９）（４両目台車）

４両目前台車の損傷状況

４両目後台車の損傷状況

前台車

後台車

台車を上下反転させた状態で撮影 台車を上下反転させた状態で撮影

台車を上下反転させた状態で撮影 台車を上下反転させた状態で撮影

全車輪踏面に擦過痕や汚れ 全車輪踏面に擦過痕や汚れ

ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸに
擦過痕や汚れ

右側軸箱に擦過痕や汚れ 右側軸箱に擦過痕や打痕

左車輪フランジに
擦過痕や汚れ

右車輪踏面に
擦過痕や汚れ


